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本  日  の  卓   話 

 １２月 ６日 （水） 
「クラブ創立記念日」 
中西 勝会長 

 

例 会 記 録 
第２３０８回例会 １１月２２日（水）曇       
●ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱  
●ビジターご紹介 
 辻田栄一様（茨木オークライオンズクラブ） 
 吉田綱夫様（      〃      ） 
 
 

会 長 の 時 間      中西 勝会長 
先週は岩田ガバナーをお迎えして、茨木３ＲＣ合同

のガバナー公式訪問例会がありました。ロータリー

が誕生して１００年を過ぎます。今、変革の時期が

きているのではないでしょうか。日本の政治にも変

革が求められているのと同様ではないでしょうか。    
ロータリー会員数が減少してきている現状に危機

感を持ち、ロータリーをより活性化させるために、

ＲＩの指導により地区でもクラブ・リーダーシップ

プラン（ＣＬＰ）を推奨しています。 
 私が１１年前茨木ＲＣに入会したときは、会員数

が６０名以上でしたが、いま半数以下に減少してい

ます。現状の組織構成では６０名以上の多人数クラ

ブでは余り問題もなく活動できますが、少人数の小

さいクラブでは、いくつかの委員会をひとりの会員 
 
 

 

出 席 報 告 
第２３０８回例会 前々回（第２３０６回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

 ２９ (８) 14 7 66.67 ％ 1 95.24 ％ 

 

   
 
が兼任しなければなりません。その他に現状の不具 
合なところを改善するために、少人数のクラブでも、

多人数のクラブでも効果的なクラブ活動ができる

ように、ＣＬＰは提案され、修正され、ＲＩで採択

されました。 
 我がクラブでは、９月６日の理事会で正式にＣＬ

Ｐに取り組むことを決議し、９／２８に第１回勉強

会、１１／１３に第２回勉強会を開催してきました

が、本日の例会は、秋山規定情報委員長にＣＬＰに

ついて、また、ＣＬＰを採用するには、クラブの定

款・細則も改定しなければなりませんので、これら

の説明をしていただきます。 
 次年度はＣＬＰを採用できるように取り組んで

いますので、皆様のご理解、ご協力をお願いいたし

ます。 
 



幹 事 報 告        辰巳克平幹事 
１、 例会変更(北摂１１RCの例会変更) 
高槻RC：12／20（水）→12／23（土） 
於：たかつき京都ホテル ｸﾘｽﾏｽ会のため 

12／27（水）休会   
１／5（金）高槻３クラブ新年合同例会  

於：たかつき京都ホテル  
２、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
 １）WCS活動中間報告書提出依頼   
 ２）第２組ＩＭの案内 ３／17(土)  
於：ホテル阪急ｴｷｽﾎﾟﾊﾟｰｸ 登録料￥3,000 

３、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
 １）吹田江坂RCより概況書と会報 
 ２）平成 19年度年賀交歓会の案内と協賛依頼（協
賛金 40,000円）1／4（木） 

 ３）茨木東ＲＣﾊｲｷﾝｸﾞ同好会の案内 12／10（日）
７：50ＪＲ茨木駅改札口集合 

   滋賀県･余呉湖と賤ヶ岳の散策 
（申込み 12／7までに） 

 
 

 

≪茨木オークライオンズクラブ創立２５周年記念 

 チャリティ いばらき能楽公演のＰＲ≫ 

        茨木オークＬＣ  辻田栄一氏 

                 吉田綱夫氏 

日時:2007年1月27日（土）14：00～開演 

於：茨木市民会館 前売券：2,500円 

 

 

 

委員会報告 

米山記念奨学会寄付報告 

掛谷会員、多田会員より寄付を頂きました 

本日計      ２０，０００円 

本日までの合計 ２７０，０００円 

 

ロータリー財団寄付報告 

   本日計 １０１ドル（12,000円）ﾚｰﾄ 118円 

   本日までの合計１，０２９ドル 

 

 

 

 

 

卓  話 

「クラブ・リーダーシップ・プラン細則について」 
         規定情報委員会 秋山委員長 
クラブ・リーダーシップ・プランの目的は、効果的

なクラブの管理の枠組みを提供することにより、ロ

ータリー・クラブの強化を図ることです。以下は、

効果的なクラブの要素です。 
・会員基盤を維持、拡大する。 
・地元地域社会ならびに他の国々の地域社会のニー

ズを取り上げたプロジェクトを実施、成功させる。 
・資金の寄付およびプログラムへの参加を通じてロ

ータリー財団を支援する。 
・クラブの枠を超えてロータリーにおいて奉仕でき

る指導者を育てる。 
 
クラブ・リーダーシップ・プランを実施するには、

現任、次期、元クラブ指導者は以下を行うものとさ

れます。 
１． 効果的なクラブの要素に取り組む長期計画を立

案する。 
２． 「効果的なロータリー・クラブとなるための活動

計画の指標」を使用して、クラブの長期計画と合

致した年間目標を設定する。 
３． 計画過程に参加する会員を含めてクラブ協議会

を実施し、ロータリーの活動に関する情報を伝え

る。 
４． クラブ会長、理事会、委員会委員長、クラブ会員、

地区ガバナー、ガバナー補佐､および地区委員会

の間に明確な意志疎通が図られるよう確認する。 
５． 将来の指導者育成を確実にする一貫した引継ぎ

計画の概念を含め、指導者の継続性を確保する。 
６． クラブ委員会構成とクラブ指導者の役割と責務

を反映させるべく、細則に修正を加える。 
７． クラブ会員の親睦をさらに深めるような機会を

提供する。 
８． 会員全員がクラブのプロジェクトや業務に活発

に関与するよう計らう。 
９． 以下を確実にするための包括的な研修を企画す

る。 
 ・クラブ指導者が地区研修会合に出席する。 
 ・新会員のための一貫したオリエンテーションを定

期的に実施する。 
・ 現存会員のための継続的教育の機会を提供する。 
・  
地区リーダーシップ・プランクに提示されているよう

に、クラブ指導者は、地区指導者と相談しながらクラ

ブ・リーダーシップ・プランを施行するものとされま 



  
 

す。同プランは、毎年見直しが行われるべきです。 
 

クラブ委員会 
クラブ委員会は、四大奉仕に基づくクラブの年間目標

および長期目標に向けた取り組みを担当します。 
会長エレクト、会長、直前会長が協力し、指導の一貫

性と計画の継続性を図らなくてはなりません。可能で

あれば、継続性を図るため、委員会委員は３年を任務

として委員会に任命されるべきです。会長エレクトは、

空席を埋めるための委員、および委員長を任命し、年

度の開始に先立って計画を立てるための会合を実施す

る責務があります。委員長は、同じ委員会の委員を務

めた経験を備えた人物であることが推奨されています。

常任委員会は以下の通りに任命されるものとされます。 
 
・ 会員増強委員会（会員組織委員会とする】 
会員の勧誘と退会防止の包括的計画を立案、実施し

ます。 
・ クラブ広報委員会 
ロータリーに関する情報を一般の人々に提供し、ク

ラブの奉仕プロジェクトや活動を推進するための

計画を立案、実施します。 
・ クラブ管理運営委員会 
クラブの効果的な管理運営に関する活動を実施

します。 

・奉仕プロジェクト委員会 

地元社会や他国の地域社会のニーズを取り上げ

た教育的、人道的、職業的プロジェクトを立案、

実施します。 

・ロータリー財団委員会(米山と共に奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

委員会に含めます) 

 財政的寄付およびプログラム参加の両面からロ 

ータリー財団を支援するための計画を立案、実施し

ます。 

 

必要な場合は、この他の委員会を任命することもで

きます。 

 

研修の要件 

クラブ委員会委員長は、職務に就任する前に地区協

議会に出席すべきです。 

 

地区リーダーシップ・プランとの関係 
クラブ委員会は、ガバナー補佐および関連する地区

委員会と協力すべきです。 
 
報告要件 
クラブ委員会は、活動についてクラブ理事会に定期

的に報告すべきであり、適切であれば、クラブ協議

会において報告を行います。 
 
 

ニ コ ニ コ 箱 

※結婚記念               高島 
※ホームクラブ皆出席          秋山 
※つたない卓話にお付き合い頂きありがとうござ

いました。欠席お詫び         秋山 
※茨木ｵｰｸﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ辻田様、吉田様ようこそ起こ

し下さいました            多田 
※掛谷会員先日は有難うございました。写真を頂い   
 て                  山田 
※累計の数字間違いがありましたのでお詫びして

訂正させていただきます 
 

本日計   １２，０００円  
累 計１，１０１，１００円 

 

次 回 卓 話 

「財団奨学生帰国報告 」 

    2005～06年度奨学生 北山夕華さん

 
 


